
 
 

 
 

盛夏の候、会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 我々福岡地区事務局は

新体制となってから無事に２年目を迎えることになりました。 今年度も会員の皆様へ充実した内容をお届けできる

よう頑張っていきたいと考えております。 何卒ご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

2019 年度 福岡地区事業計画  

2019年度の福岡地区活動計画、および役員は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術研究班紹介  

《生物化学分析部門》 石垣 卓也（九州大学病院） 

生物化学分析部門は毎月第 3 木曜日の 19 時から九州大学病院検査部北棟 2 階会議室にて開催しております。 今期より日時

と場所が変更されておりますのでご注意下さい。 分野長：石垣卓也（九州大学病院）、副分野長：津波勇二（八田内科医院）・下

門春菜（千鳥橋病院）の計 3 名で担当させて頂きますので、よろしくお願い致します。 生化学・免疫検査法の基礎、血液ガスや

精度管理などについて、現場で遭遇した事例を交えてテーマ毎に開催し、日常業務に活かしながら、資格試験も目指せる勉強

会を行っていきたいと考えております。 新人の方はもちろんのこと、ベテランの方々のご参加もお待ちしております。 

 

 

2019 年度 福岡地区役員 

役 職 氏 名 施 設 名 

地区長 緒方 昌倫 九州中央病院 

運営委員 加藤 康男 福岡赤十字病院 

運営委員 満屋 真佐信 福岡赤十字病院 

運営委員 大久保 文彦 九州大学病院 

副地区長 森 健一 白十字病院 

副地区長 新田 誠 済生会二日市病院 

学術部長 稲子 勝秀 SRL 福岡ラボラトリ― 

管理部長 伊波 拓也 九州中央病院 

財務部長 佐伯 綾子 九州医療センター 

公益部長 遠峰 由希恵 純真学園大学 

学術担当 畑田 祐也 済生会二日市病院 

財務担当 堀 美友香 九州中央病院 

急患部会 椎葉  満 福岡市医師会検査センター 
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活動計画 

1.事務局・会議関係 

①事務局会議：日臨技本部及び福臨技全体の活動状況を把握し且

つ、医療従事者として医療全体の情報収集を図り、地区活動を円滑に

行うために 2 か月に 1 回以上の割合で開催する。 ②地区理事会：事

業方針の執行、会務の適正な運営を図るため年 3 回の開催を予定す

る。 ③技師長・連絡責任者会議：地区事業の周知徹底と会員の活性

と協力を求めていく。 ④検査研究部門会議：各検査研究部門の活動

を推進し、卒後教育の充実を図ると共に、会員の活性と育成を目的に

年 2 回開催予定。 

 

2.事業関係 

①新入会員研修会：日臨技や福臨技事業をはじめ、地区活動につい

て新入会員を中心とした研修を行うと共に、現会員との親睦を図り、会

への協力、理解そして育成をめざす。 ②福臨技事業への協力。 ③

他団体主催行事への協力。 ④福岡市医師会急患センターの急患部

会への参画。 ⑤日本臨床検査技師会連盟への加入推進。 

 

3.学術関係 

①検査研究部門活動の推進：部門別に開催される研修会、講演会が

適正かつ健全な運営と活動が行えるよう推進していく。 

②県主催・他地区主催事業への協力：県、他地区主催事業及び他団

体事業への会員の積極的な協力を行う。 

 

4.広報関係 

①福岡地区ニュースの発行：会の活性化、地区活動の情報源としての

役割を確立するため、会の運営状況のみならず、会員からの投稿も積

極的に掲載し、内容の充実に努め年 2 回発行する（7 月・11 月）。 

②会誌「ふくおか」への投稿：地区広報コーナー等への地区の紹介及

び会員の投稿を積極的に行う。 

 

≪福岡地区事務局≫ 
 
九州中央病院内  緒方 昌倫 

（おがた まさみち） 
Tel.： 092-541-4936  

ogata-kensa@kyushu-ctr-hsp.com 
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《臨床生理部門》 髙田 以津香(九州中央病院) 
臨床生理部門の勉強会は毎月第 3 木曜日の 19 時から九州中央病院 3 階講堂にて開催しております。 今年度は髙田以津香
(九州中央病院)、山口順司(福岡赤十字病院)、早川彰(福岡山王病院)、大谷洋平(九州医療センター)の 4名で運営させていただ
きます。 現在、心電図や睡眠ポリグラフ検査、超音波検査などの勉強会を計画中です。 なるべく皆様のご希望に添えるような
勉強会を企画していこうと考えていますのでこんな勉強会してほしいなどのご要望がありましたらお気軽にお声かけください。 
会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。 
 
《病理細胞部門》 平山 賢司（九州中央病院） 
理細胞部門は毎月第 4 木曜日 18 時 30 分から九州中央病院外来棟 3 階講堂で開催しています。 『木曜会』の愛称で呼ばれ
ています。 今年度も引き続き部門長が平山賢司（九州中央病院）、副部門長が坂梨史典（福岡山王病院）、久岡陽子（エスア
ールエル福岡ラボラトリー）、木村理恵（九州大学病院）、小嶋健太（九州がんセンター）の 5 名で運営させて頂きます。 内容
は症例検討（顕微鏡で標本をみて病変を推定）とレクチャー（日常業務で遭遇して興味を持った疾患についてまとめたものを発
表、施設での取り組んでいる内容の紹介等）を行っています。 木曜会は皆様のご参加をお待ちしています。 日頃の疑問点
の解消や仲間作りの場としても活用下さい。 

 
《臨床一般部門》 服部 雄城（福岡病院） 
（開催日時等：毎月第 4 水曜日/九州大学病院 検査部 北棟 2 階会議室 19：00～） 
一般検査分野は、昨年に引き続き、分野長：服部雄城（福岡病院）、副分野長：尾上由美（白十字病院）、佐谷純一（九州中央病
院）、岩見真人(九州中央病院)の 4 名で運営させて頂きます。 今年度から会場が変更になりましたのでご注意ください。 今年
度も尿検査を中心に糞便検査、髄液検査、体腔液検査など多岐にわたり、他分野ともコラボして勉強会を企画していきたいと考
えております。 新人の方からベテランの方まで日頃の業務に活かせるような内容にしていきたいと思っていますので、今後とも
多くのご参加をお待ちしております。 

 
《臨床血液部門》 佐藤 和宗（福岡大学病院） 
《臨床血液部門》は毎月第二水曜日、会場は「九州中央病院外来棟 3 階 講堂」で開催しています。 分野長に佐藤和宗、副分
野長に青柳賢一（済生会福岡総合病院）、甲斐壽弘（福岡赤十字病院）、迫田真明（国立病院機構九州がんセンター）の計 4 名
で運営しています。 内容としては血算、凝固検査の基礎から、末梢血液像の診方、骨髄検査から症例まで幅広く、日常業務に
役立てるように企画しています。 臨床血液分野の面白さを伝えると共に、他施設との仲間を作る交流の場としても活用して頂
けたらと思います。 血液部門のスタッフも他の部門に比べて若い方が多いので日頃困っている事など聞きやすいと思いますの
で、気軽にお声かけ下さい。 多数のご参加お待ちしています。 
 
《臨床微生物部門》 木部 泰志（九州大学病院） 

臨床微生物部門は、部門長に木部泰志（九州大学病院）、副部門長に松尾龍志（福岡東医療センター）、小宮ゆきえ（福岡大

学筑紫病院）、星 紫織（福岡市医師会臨床検査センター）の 4 名で運営しています。 今年度の研修会は 2 ヶ月に 1 回、九州

大学病院で開催する予定です。 グラム染色、寄生虫、遺伝子検査などの幅広いテーマで、実習も含めた内容を企画していま

す。 また、他部門とのコラボ研修会も開催予定ですので、ぜひご参加ください。 

 
《輸血細胞治療部門》 蒲原 香苗（九州大学病院） 
今期の輸血・細胞治療部門は、部門長が蒲原香苗（九州大学病院）、副部門長は松本いつか（福岡病院）、渕野亮太（福岡山王
病院）の 3 名で引き続き運営していきます。 開催日時は毎月第 3 金曜日 19 時から九州大学病院北棟 2 階会議室で開催します。 
輸血業務は兼任や日当直でのみ携わる方も多いと思います。 みなさんが日常業務で感じている不安や疑問を勉強会で解決で
きるような内容を考えていきます。 私たち 3 人が手助けできるよう頑張ります。 不定期で勉強会後に懇親会も企画しますので、
是非とも多くのご参加をお待ちしております。 
 
《臨床検査総合部門》 森 健一（白十字病院） 
2019年度の臨床検査総合部門は、森（白十字病院）、松﨑（福岡大学病院）の２名で運営いたします。 内容としては多岐にわた
り、医療情報・業務管理・医療安全・精度管理や、日臨技でも重点的に取り組まれている検査説明・採血検体採取・病棟業務な
ど多くの項目が対象となります。 日臨技、九州支部、県技師会と連携を取りながら活動していきます。 開催は不定期となりま
すが、会員の皆様にお役に立つようなテーマを考えて開催いたしますので、多数のご参加をお待ちしております。 また、お手伝
いして頂ける方や、ご意見・ご要望などありましたらお気軽にお問い合わせください。 
 
《遺伝子部門》 松本 信也（九州大学病院） 
今年度の遺伝子部門は、松本信也（九州大学病院）と蒲牟田靖司（九州医療センター）の 2 名で運営していきます。 遺伝子検
査は感染症、血液を含め様々な分野で活用されてきております。 また、がんゲノム医療も始まり、遺伝子検査は益々発展して
いくと考えられますが、遺伝子検査を実施している施設はまだまだ限られているのが現状です。 勉強会の開催は不定期では
ありますが、遺伝子検査をルーチンで実施している方々だけではなく、様々な分野の方々のお役に立てるようなテーマを考えて
開催したいと思っておりますので、多数のご参加をお待ちしております。 また、勉強会の開催に関して等ご意見・ご要望などあ
りましたらお気軽にお問い合わせください。 

 


